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この企画は中島を代表とする地域研究コンソーシアムの研究プロ
ジェクト「3・11 被災後のディアスポラコミュニティ」の研究活動の
一環として実施された。このプロジェクトには、国際文化学部から甲
洋介教授と佐々木直美教授に加わってもらい、他機関の研究者 4 名と
合わせて計 7 名で構成されている。2011 年度は主に茨城県在住の外
国人コミュニティ（インドネシア人、タイ人）の調査を行った。2012
年度は、南相馬出身で 2 年前に法政大学大学院国際文化研究科を終了
された旧姓堀川智子さんにメンバーに加わっていただき、南相馬の実
態の視察を 2 回行うことができた。
今回の企画の中心は、原発震災被災地の現実をいかにとらえ、その
復興に向けてわれわれは何をなすことができるのかを考えることで
あった。2012 年 4 月と 7 月に 2 回南相馬視察を行ったが、原発震災
被災地における「離散」の現実と、それでもなお故郷にとどまり生活
を続けていく人々の現実とのかい離をどう埋めてゆくべきかを問いか
けることであった。ステレオタイプ化した「悲惨な」被災地という多
数派の言説を拒絶し、被災地の現実を当事者の声を通して理解する試
みであった。
パネリストの横山恵久子さんとは、7 月末に実施された相馬野馬追
祭りを見に行った際お目にかかった。その時の参加者は、中島ほか
佐々木直美氏、佐藤千登勢氏、それに堀川智子さん。横山さんとは、
中島ゼミ 1 期生で、アメリカのジョージタウン大学の修士課程を修了
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し、現在ボストンの Fish Family Foundation のファンディング・マ
ネージャーという仕事をやっている澤目梢さんの紹介でお目にかかっ
た。澤目さんは 3・11 後アメリカで Action 4（Four）Japan というファ
ンドの立ち上げに尽力し、多額の寄付金を集め、3・11 後の日本支援
に活躍されている。
横山さんは元自衛隊に勤務され、ハイチ地震救援活動などの災害救
助活動の実務を経験されていて、3・11 後の救助活動でも彼女の経歴
が大いに役立った。地方自治体の支持が明確でない中、自分の経験で
必要な救助活動を行い、それで救助された被災者もいた。しかし、夜
になり雪が降り、凍えてくると、救助できず、「お～い」と救助を呼
びかける声が次第に消えていく様を淡々と話された。また、震災後の
避難所や仮設住宅での生活の実態が生々しく報告された。
横山さんの家系は旧相馬中村藩の家老職ということで、地元の名士
である。相馬野馬追祭りでは毎年先祖とつながりを確認する「神事」
として参加してきた。それだけ重要な祭りであった。ところが 2012
年の祭りでは「祭事」として実施されたので、本来この祭りに関係の
ない人たちが多数参加し、祭りを神事ととらえる多くの人々は参加を
見合わせた。マスコミ受け的には、2011 年が部分開催であっただけに、
2012 年には完全復活となり、復興に大いに寄与したと報道されたの
であるが、核心的な当事者の間では「本物でない」野馬追祭りに違和
感を覚えた、との指摘は意味深い。
松林要樹監督とは、監督の「相馬看花」の上映会が 2012 年 6 月に
渋谷で行われた際、そこで直接知り合うことができた。この上映会を
主宰していたのは、国際文化研究科を終了された石川宗孝さんの勤務
する東風で、上映会の後彼に「中島センセイ」と声を掛けられ、そこ
で松林監督とも話をすることができた。
松林監督は震災直後、森　達也、綿井健陽、安岡卓治の 3 氏とともに、
とにかく被災地を実際に見て記録に残すという活動を行った。その記
録は「311　誰も見たくなかったドキュメンタリー」としてまとめら
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れた。松林監督は、そのあと救援物資を南相馬に届ける活動から南相
馬市議の田中京子さんとその家族、友人、知人に受け入れられ、取材
活動を開始した。原発 20 キロ圏内とのことで大手マスコミが放射能
汚染を恐れて取材を行わない中、そうした地域に残り生活を続けてい
る人々の実態を、インディペンデントなドキュメンタリー監督という
立場で、原発震災被災地の実情を記録していった。
このシンポジュームのコメンテーターとして伴英幸氏と家田修氏の
お二人に論点を整理していただき、新たな見通しを示してもらった。
原子力資料情報室共同代表、事務局長の伴英幸氏は政府の新エネル
ギー政策検討委員会のメンバーとして、「原子力村」の住民と日々厳
しく対峙している経験を豊富に示していただいた。原子力資料情報室
は長年、脱原発を掲げ、活発な活動を行ってきた実績がある。伴氏は
法政大学サステイナブル研究機構の講師としてたびたびご登場いただ
いている。またテレビにもしばしば登場されていて、その活躍のほど
は折り紙済みである。
二人目のコメンテーターの家田　修氏は北海道大学スラブ研究セン
ターの教授で、共催団体である地域研究コンソーシアムから参加して
いただいた。地域研究コンソーシアムの社会連携部門では、2004 年
のスマトラ沖大地震、インド洋津波被害時に、地域研究の研究者とし
てこうした大災害にどのように対処したらいいのか、という実践的な
課題に取り組む課程の中から生み出されてきた部門である。家田氏は
専門の東欧研究者として、チェルノブイリ事故と福島との共通性を追
求されていて、そうした観点から興味深いお話がうかがえた。
お二人のコメントで最も重要な点は、政府の肝いりで行われている
除染作業の欺瞞性である。除染の効果が限定的なだけではなく、山か
ら常に新たな放射能が流入しているという事実、さらに取り除いた残
土の仮置き場さえ決まっておらず、二次被曝を引きおこす危険性もあ
る。また、大手ゼネコンだけが潤うそのやり方では地元にお金が落ち
ず、地域の再生にはつながらない。
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出入りはあったが、最大時 30 名を超える参加者があり、盛会といっ
ていいだろう。中島の元ゼミ生以外に、被災地出身の 4 名の法政大学
の学生と 1 名の教員（非常勤）と職員が参加された。そのほかに他大
学の学生、院生も数名参加していて、あとは一般社会人の参加であっ
た。堀川さんは 19 日（金）、霞が関で脱原発のデモをしている人々に
チラシを配った。すると「あ、これね！」とこのシンポのことを知っ
ている人がかなりいたそうだ。直前までどの程度の参加者がいるの
か読めない状況ではあったが、各方面に迷惑も顧みず HP やメーリス
へ載せることをお願いしてきた結果だろう。このシンポジュームは
CIAS・災害対応の地域研究プロジェクトとの共催でもあった。当初
出席予定のなかったその代表の西芳実准教授の参加を得たのは貴重で
あった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●実施日：2012年10月20日（土）午後２時～６時
●会場：法政大学市ヶ谷キャンパス九段校舎３階遠隔講義室２
●共催：地域研究コンソーシアム社会連携部会／京都大学地域研究統
合情報センター（ＣＩＡＳ）災害対応の地域研究プロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
写真1　30名超の参加者！
写真 2　横山恵久子氏（左）と松林要樹氏（右）
写真３　伴英幸氏（左）と家田修氏（右）
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